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人命救助システムの展示説明

連隊長による防災講和

７
月
19
日
（
水
）
共
和
町
立
共
和
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
防
災
教
室
に
協
力
し
、
装
備
車
両
・
人
命
救
助
シ

ス
テ
ム
の
展
示
・
説
明
、
連
隊
長
に
よ
る
防
災
講
話
を

実
施
し
た
。
講
話
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表

情
で
説
明
を
聴
き
、
「
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
」
「
地

域
を
知
る
こ
と
」
「
助
け
合
う
こ
と
」
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
。
今
後
も
各
自
治
体
と
連
携
を
図
り

信
頼
感
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

連
隊
持
続
走
訓
練
隊
は

８
月
６
日
（
日
）
御
殿
場

市
で
開
催
さ
れ
る
富
士
登

山
駅
伝
に
参
加
す
る
た
め

現
在
、
転
地
訓
練
中
で
あ

る
。
本
駅
伝
は
そ
の
激
し

い
高
低
差
か
ら
日
本
一
過

酷
な
駅
伝
レ
ー
ス
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
昨
年
は
自
衛

隊
の
部
で
９
位
と
善
戦
し

た
が
、
今
年
は
入
賞
の
６

位
以
上
を
目
標
に
し
て
い

る
。
己
に
負
け
ず
全
力
で

富
士
を
駆
け
抜
け
て
も
ら

い
た
い
。

７
月
23
日
（
日
）
連
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
運
動
会
と

並
行
し
て
「
連
隊
ら
っ
ぱ
競
技
会
」
を
実
施
し
た
。
個

人
吹
奏
の
部
で
は
２
普
中

服
部
３
曹
が
「
第
１
位
」

合
同
吹
奏
の
部
で
は
２
普
中
が
「
第
１
位
」
で
見
事
に

２
普
中
が
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。
本
競
技
会
は
、
連

隊
創
立
記
念
行
事
の
会
場
で
実
施
し
、
多
数
の
ご
来
賓

隊
員
家
族
に
ら
っ
ぱ
吹
奏
を
間
近
で
ご
覧
い
た
だ
き
、

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
事
が
で
き
た
。

連
隊
は
７
月
23
日
（
日
）
真
駒
内
駐
屯
地
及
び
市
内
に
所
在
す
る
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
園
に
お
い
て
連
隊
創
立
69
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
様
々
な
形
で
連
隊
に
ご
協
力
・

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
各
協
力
団
体
の
方
々
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
感

謝
の
意
を
表
し
、
連
隊
長
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

引
き
続
き
、
連
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
実
施
し
た
大
運
動
会
で
は
、

中
隊
対
抗
種
目
と
し
て
綱
引
き
、
大
相
撲
、
隊
員
リ
レ
ー
の
３
つ
の
競
技

で
各
中
隊
選
抜
選
手
が
中
隊
の
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
全
力
で
競
い
合
い
、

見
事
に
本
部
管
理
中
隊
が
第
３
普
通
科
中
隊
の
16
連
覇
を
阻
止
し
て
「
優

勝
」
、
ま
た
今
年
度
は
親
子
綱
引
き
や
ち
び
っ
こ
ふ
れ
あ
い
相
撲
の
家
族

種
目
も
追
加
し
た
た
め
、
隊
員
家
族
も
楽
し
め
る
充
実
し
た
大
運
動
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
と
の
共
催
に
よ
る
記
念
会
食
は
、
４

年
ぶ
り
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
で
開
催
し
、
自
治
体
首
長
、
協
力
団
体
及
び

隊
員
ご
家
族
な
ど
約
４
５
０
名
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

ブ
ル
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
み
隊
員
相
互
、
ま
た
家
族
と
日
頃
の
労
を

ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
部
隊
Ｏ
Ｂ
や
来
賓
の
方
々
と
親
睦
を
深
め
た
、
恒

例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
笑
顔
と
歓
声
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
記
念
会

食
の
最
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で
連
隊
歌
を
合
唱
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に

記
念
行
事
は
閉
幕
し
た
。

も
く
れ
ん


